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播金　我が国最初の鉄の橋、くろがね橋が長崎に架けられて

からちょうど140 年が経過しましたが、明石海峡大橋、多々羅

大橋という世界最大級の橋を建設し、日本の橋梁建設技術が

世界のトップレベルに至るまで発展してきました。川田会長が

自社の技報で、日本の技術が世界で一流になるために、そして

技術の大輪の花を咲かせるためには、先人の試行錯誤の跡を

たどり、歴史を知って今後の我々の活動につなげる必要がある

という事を述べておられます。

本日は、主に戦後の復興から現在に至る鋼橋技術の変遷の

お話と、今後の橋梁業界の若手、中堅技術

者への力づけのメッセージを頂ければと思っ

ております。

最初に川田会長よりご挨拶をお願い致し

ます。

鋼橋技術の変遷概要

川田　本日は、天候が非常に悪い中、お集ま

り頂きまして本当にありがとうございました。

考えてみましたら、終戦の昭和 20 年

（1945 年）は、ほんの50～60 年前にしかな

らないのかもしれませんが、その時まで１ス

パンで 200ｍを超す橋は無かったのです。

最初に200ｍを超えるのに戦後10年かかっ

ておりまして、西海橋で初めて216ｍを架け

ています。それから、さらに７年、したがって

戦後 17 年の 1962 年、若戸大橋（367ｍ）でやっと300ｍを

超えました。

そういった時代から営 と々やってまいりまして、ついに吊橋で

は1991ｍの明石海峡大橋を、そして斜張橋でも890ｍの多々

羅大橋を前世紀の末、1998 年､1999 年に竣工させました。

世界一の橋を架けるまで長足の進歩をしてきたという意味で、

私たち橋に携わる者としては大変誇りにしているところでござい

ます。この間、日本の橋梁建設技術を実際に支え、発展を可能

にしていらした方々に今日お集まり頂きまして、その間のご苦労

や体験をいろいろお話し頂き、それが後に続く若い技術者の参

考になればと思っております。どうぞ宜しくお願い致します。

播金　座談会の本論に入らせて頂く前に、伊藤先生に鋼橋の

これまでの変遷の概括的なお話をして頂いて、そこから話題を

発展させていければと思います。

伊藤　さっき、播金さんからお話がありましたが、日本で最初

の鉄の橋は、1868 年、明治元年、長崎のくろがね橋です。明治

期の鉄の橋は、ほとんどが欧米からの輸入だったそうです。国

産で初の鉄製の橋というのは、1878 年の弾生橋で、これは現

在富岡八幡宮に八幡橋として保存されています。橋は輸入品

だったとはいえ、明治の中頃、1880 年から1910 年頃までの

間に、既に帝国大学卒或いはアメリカに留学した優れた日本

人技術者が活躍しておられます。

　鉄鋼の一貫生産が日本で軌道に乗ったのは、日露戦争以

後、20 世紀に入ってからです。その後、大正時代、1912 年以

降に入って輸入橋梁は無くなり、全て国産で造れるようになりま

した。特に大正時代は鉄道橋で橋梁形式とか架設工法の技術

が共に非常に発展したと言われています。もちろん、それ以後、

道路橋も多岐にわたる発展を遂げたのですが、橋梁の形式と

してはタイドアーチ系或いはカンチレバー系、我々ゲルバーと
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す。そして長径間鋼床版箱桁の城ヶ島大橋、また最初の斜張

橋が勝瀬橋で、これらは1960 年にできました。それから次第

に高力ボルトなども使われるようになりました。

これはちょっと残念とも思いますが、日本独自の技術というよ

りは、私共大学院時代にドイツ語の文献を随分勉強した記憶

がありますが、最初はヨーロッパ技術の後追いが続きました。

それらを改良、発展させる技術の開発は日本では素晴らしかっ

たのですが、これは後の吊橋の建設などでも似たような状況が

見られております。

それから、戦後日本の橋梁技術を非常に発展させたエポッ

クメーキングな出来事は海を渡る橋で随分発揮されていると

思います。先ほど話の出た西海橋、城ヶ島大橋、吊橋では若戸

大橋、それに天草架橋。これらはいずれも海を渡る橋で、スパン

とか橋梁形式の点で、日本ではそれまでに経験しなかったよう

な領域に入った。さらに、その後、国としての経済発展、東京オ

リンピック、大阪万博を契機にして、都市間の高速道路である

東名、名神、都市内の自動車専用道路である首都高速、阪神

高速、鉄道では東海道新幹線、これらが技術の飛躍的発展を

促しております。1970 年以降は、特にスパンの長大化が目覚ま

しかったと言えます。これはひとえに古今未曾有の大橋梁プロ

ジェクトであった本四架橋に刺激されたところが大きかったと

思います。1988 年に瀬戸大橋が完成しましたが、道路鉄道併

開催日：2008年 1月23日　　場　所：学士会館

伊藤　學
経歴
昭和２８年 ３月
昭和３４年１１月
昭和４７年 ５月
平成３年４月
平成９年４月
平成１３年３月
平成１８年５月

東京大学　工学部　土木工学科　卒業
同　大学院  博士課程修了  工学博士  学位授与
同　教授(工学部　土木工学科)
埼玉大学教授(工学部　建設工学科)
拓殖大学教授(工学部　工業デザイン学科)
同　大学定年退職
（社）日本橋梁建設協会 会長

呼んでいますけれども、そういうのが流行ったようで、これはや

はり日本では軟弱地盤の場所が多いのが原因かと思います。

1923 年、大正 12 年の関東大震災、その後の東京の震災

復興事業を契機として日本の鋼橋の技術は独自の飛躍的発展

を遂げました。同じ頃、大阪でも都市計画事業によってたくさん

注目すべき橋が建設されたと聞いております。1930 年代に

入ってからは、鉄道橋で桁補強に溶接が導入された。さらに、

全溶接の東京の田端大橋、山梨県の鶴川橋が造られた(1935

年 )。ですから、溶接も戦前からかなり研究されて、実際にも使

われていました。

その後、太平洋戦争に入り、橋の方には鋼材も供給されなく

なり、新設橋梁は空白期に入りました。恐らく橋の保守なんか

も放置されていたのではないかと思います。

そこで、今日の主題である戦後の話になるわけです。戦後初

めての大規模橋梁は、岐阜県の忠節橋で、これはアーチですけ

れども、1948年にできています。1949年には戦後初の溶接の

橋、恵川橋が広島県で架けられております。1950年代に入っ

て、我が国でも鋼の橋は非常な発展を遂げました。これはドイ

ツの戦災復興橋梁の斬新な技術開発に学ぶところが随分大

きかったわけです。

例えば、合成桁は大阪の鈴橋が 1951 年に、神崎橋が

1953 年に造られています。それから、高張力鋼の50キロ鋼が

本格的に使われた最初の橋が相模大橋で、これは1955 年で





















川の小さな斜張橋だけで、後は全然ないでしょう。ところが、海

外では結構 500ｍ、600ｍの斜張橋で使われていますね。　

長谷川　あれは、床版が損傷を起こす例が非常に多かったの

ですね。先ほど話しましたが鋼重優先で設計したので床版が

薄かった。それから、普通の桁の場合ですと、コンクリートの乾

燥収縮による応力が発生して、施工が終わった時に既に初期

クラックが発生しているという事が起こる。それから、荷重が大

きくなって、あるいは頻度も多くなった。また施工管理上の問題

もあるなどコンクリート床版が壊れる要因が多数あり、それら

が複合していると思いますが、合成桁では床版が損傷してしま

うと鋼断面に不足がおこり、処置に困るという事です。それとそ

の当時の床版の設計は橋軸方向のモーメントは非常に見積も

りが小さくて、配力筋は確か主鉄筋の25％を入れれば良いと

いう設計だったわけです。ですから、当然床版は損傷を受ける

わけで、当時の建設省がこれはだめだと、床版を厚くし、合成桁

を止めるようになりました。

伊藤　それからもう30～40 年経っているけれども、相変わら

ずそうでしょう。外国では、もう合成桁にするのが当たり前に

なっている。それから、日本でも非合成桁として造っても、結局

中立軸が上へ上がり、合成桁みたいな応力が入る。

長谷川　だから、むしろ合成桁の方が上の断面が小さいから、

乾燥収縮による応力は小さいはずですね。普通の桁の方が大

きいのですが、基本的には普通の桁だと、上フランジとコンク

リートの間がある程度滑るだろうという、床版と主桁を構造的

に分離して設計を行っていた名残があって非合成になったの

だと思います。ですから、縦方向に応力が入る事で乾燥収縮の

初期クラックを防ぐとか、床版強度を上げる工夫をしてやれば、

床版はうんともつと思いますね。

阿部　もう１つは、鋼橋の技術屋がコンクリートの知識が不

十分だった事も考えられます。上部工と下部工の境界問題も

考えると、鋼とコンクリートの両方を知っていなといけないです

からね。

鋼橋建設業界に対する期待

播金　苦言、アドバイスに絡んだいろんなご意見を頂きました。
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協会の組織

KOU KYOU.72 P54



P55 KOU KYOU.72



KOU KYOU.72 P56



P57 KOU KYOU.72



KOU KYOU.72 P58



P59 KOU KYOU.72



KOU KYOU.72 P60



P61 KOU KYOU.72



橋梁年鑑」の発刊は、昭和３８年当協会の母体である鐵骨橋梁協会から始まりました。
昭和４０年からは、（社）日本橋梁建設協会が発足したことにより、２協会の共編で昭和４８年まで発刊されま

したが、オイルショック等諸般の事情により昭和５３年まで休刊されました。しかし、協会員からの要望もあり
（社）日本橋梁建設協会創立１５周年を契機に復刊され、その後毎年「橋梁年鑑」を発刊し、現在に至っています。
平成２０年版からは、図書のサイズをＢ５版からＡ４版に変更して表紙のデザインを一新しました。また写

真・図面編を一段と見やすくして、諸元表も必要事項を簡潔にまとめました。資料編では平面線形要素であ
る斜角と曲率の項を追加し、より活用しやすくしました。また統計資料では橋種別、発注者別に分類した合
理化橋梁のデータを追加し資料の充実を図りました。

　お申し込みは・・・

 社団法人　日本橋梁建設協会　事務局へ

平成１９年版
● 掲載橋梁 ： 平成１７年度完工
● 平成１９年１０月発行、Ｂ５版、２２３ページ
● 定　　価 ： ５，０００円（消費税込）

平成２０年版
● 掲載橋梁：平成１８年度完工
● 平成２０年５月発行、A4版、１９４ページ
● 定　　価 ： ５，０００円（消費税込）

橋梁年鑑 平 成 19 年 版

平 成 20年 版

完成しました

大
師
橋

（
だ
い
し
ば
し
）

Ｈ２０年度のトップグラビアには
旧橋（吊弦材カンティレバートラス）
のイメージを継承しつつ、優美な姿
が印象的な川崎市の大師橋（斜張
橋）、観光スポット「滝観洞」も近い
遠野市釜石市を結ぶ仙人峠道路の
枯松沢橋（上路アーチ）、昭島市八
王子市に架る、スッキリとした構造
美の橋梁多摩大橋（下路アーチ）、
地元に愛され地元と一体感で作っ
た杉の高欄が特徴となっている宮
崎県北方町の上崎橋（ニールセン）、
神話伝説の里・高千穂の清流五ヶ
瀬川の渓谷とも調和する神影大橋
（ニールセン）、大分の豊な自然にた
たずむ夏足大橋（連続トラス橋）、
広 と々した河川を雄大に渡る新交通
システム日暮里舎人線の荒川横断
橋梁、大分県九重町の中央支間長
日本一となる九重“夢”吊橋（人道吊
橋）等を掲載しました。

「平成２０年版の概要」

発 注 者
架 設 場 所

構 造 形 式
橋 長
幅 員
最大支間長
活 荷 重
総 鋼 重
鋼 重
最 高 鋼 種
防 錆 仕 様
橋 床
架 設 工 法

: 川 崎 市 
: 神奈川県川崎市川崎区
  大師河原２丁目
: 斜 張 橋 
: 541.0m
: 車道 10.75m  歩道4.00m
: 199.8m
: B活荷重
: 7,908t/㎡
: 918kg/㎡ 
: SM570 
: 一般外面 C4  内面 Ｄ4
: 鋼床版 
: TCベント工法 ・ 張出し工法

大師橋
だ い 　 し 　 ば し
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編 集

発 行 人

発 行 所

近畿事務所

広報小委員会

野田　清人

社団法人　日本橋梁建設協会

〒104-0061 東京都中央区銀座二丁目2番 18号

鉄骨橋梁会館1階

TEL 03（3561）5225  FAX 03（3561）5235

E-mail   jasbc@mxm．mesh.ne．jp

URL   http://www.jasbc.or.jp

〒550-0005 大阪市西区西本町一丁目8番 2号

三晃ビル5階

TEL 06（6533）3238  FAX 06（6535）5086

E-mail   hashiken@gold．ocn.ne．jp

虹　橋　　　No．７2　平成20年 5月（非売品）
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